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アジェンダ

SDLについて – ミッション、規模、ロケーション等

グローバルオーディエンスに向けた技術コンテンツを管理するにあ
たっての課題

なぜ企業はグローバル情報管理(GIM:Global Information Management)
を導入するのか？そして、それをどのようにおこない、それによって
どんなメリットを得られるのか？

SDL Xysoft – 素早く、安全に、そして効果的にDITAを“out of the box”
で利用する

事例 – SDLの技術を使って固有のビジネスメリットを創出

次におこなうべきことは？



SDLはグローバルコンテンツを配信するための

ソフトウェアとサービスを提供し

グローバル企業の収益拡大とコスト削減を促進します

SDLのミッション



SDL会社概要

全世界で＄250mの売り上げ

全世界 32カ国、50オフィス、
2,000人の従業員

500人以上が新しいテクノロジーの
開発に従事

長期間に渡る安定した収益性と財務状態で
アワードを受賞

世界の翻訳業務において80%以上 が
SDL のテクノロジーツールを使用

sdl.com     sdltridion.com   sdltrisoft.com lspzone.com   translationzone.com  click2translate.com   freetranslation.com

SDLはグローバル情報管理( GIM: Global Information Management)のリーディングカンパニーです



‘50 Top Global Brands*’ の41社に提供

*Source: Interbrand, 2008



SDL XySoft ビジネスユニットについて

世界的リーダー

コンポーネントコンテンツ 管理 (CCM)
ダイナミックパブリッシング

XML スタンダード (DITA / S1000D) 

マーケットにおける2つの最強ベンダーが合併

300以上の企業で採用

本技術領域において最大規模の企業の1つ
最も強力な製品セット

SDL GIM翻訳管理テクノロジーとエンドトゥエンド
でインテグレーションできる唯一のベンダー

技術的な強み

スタンダードな規格 (DITA / S1000D)をout of the box
で最強にサポート

素早い導入で短期間でROIを得られる

パワフルな多言語管理: SDL GIMテクノロジーとのイ
ンテグレーションによって実現

コンテンツのオーサリング、翻訳、パブリッシング
ソリューションをエンドトゥエンドで提供できる唯
一のベンダー



ハイテク、ソフトウェア、テレコム、製造



グローバルコンテンツ管理の課題



グローバル顧客とのコミュニケーション

多様なコミュニケーションチャネル

増加する顧客の期待

細分化されたターゲット市場

新興市場への期待、伴う新言語対応

様々な競合への対抗

多様なコンテンツの種類

複数の部門

更なる企業買収

ブランド多様化

更に短くなる商品のライフサイクル

多様な市場

顧客は
コミュニケーションを

必要としている
•「異なった目的で」
•「 できる限り早く」

•「それぞれの言語で」

複雑さの多様化
•プロセスにおける課題

• コンテンツの急増
• 社内外での分裂化

コンテンツ
作成段階

グローバル
顧客



新たなトレンドに向けた促進要因

情報作成者に対して
プレッシャーがかかる

• より早い製品ライフサイクル

• アジャイル – 反復開発

•ソリューション志向

•カスタマープロファイルに対する更なる

配慮

•分散化されたチーム

•アウトソーシング

•ヘッドカウントの制約

•“SimShip” (世界市場同時発売)

コンテンツ利用者において
期待値が変化

• Web経由で検索して情報を得たい
• 一口サイズのトピックについての期待が  

増えている
•“必要な時に必要な情報を”
• 言語に対する期待が増加

• コミュニティーからのフィードバック
•狙った顧客に向けてあつらえた情報

• ソリューション志向
• もどかしさ

•サポートやドキュメントに対する     
一貫性の期待



新たなトレンドに向けた促進要因

情報作成者に対して
プレッシャーがかかる

XMLベース
オーサリングへの移行

コンテンツ利用者において
期待値が変化

ダイナミック
パブリッシュへの移行



XMLとダイナミックパブリッシングの導入

売上高成長率

グローバルマーケットでの存在感を拡大

顧客満足度を向上し反復的購買と紹介を推進

ビジネスの俊敏性とマーケットの変化に対する対応度を高める

純利益

エンドトゥエンドのコンテンツ開発コストを50%程度まで削減

翻訳コストを50%もしくはそれ以上落とす

コールセンターへのサポートコールを低減 (1コールあたり$40-$80)

導入はアーリーアダプターを通り過ぎてメインストリームの中にいる



グローバルコンテンツ作成のための4ステップ

• 作成と再利用
• 環境変化への対応
• ソース作成時の品
質確保

• 用語

コンテンツの作成

グローバル

顧客

• 言語
• ベンダー
• 配布
• 一貫性
• 用語
• 再利用
• レビュー

コンテンツの翻訳

• オンライン
• ローカル言語で
• 売上の増大
• 顧客満足度の向上

コンテンツの配信

• コントロール
• バージョン
• セキュリティ
• 再利用
• パーソナライズ
• 一元管理と各拠点
での自由度

コンテンツの管理



コンテンツ の急増と分裂化

コンテンツ
作成

グローバル
顧客

ユーザー
マニュアル

販促ツール
（広告、等）

Web サイト
コンテンツ

保守、サポート

サービス向け
ナレッジベース

ユーザー
インターフェース

様々な
翻訳者

様々な部門

•数百の製品

• 数千に分断さ

れたコンテンツ
やドキュメント

• 時間、コスト

、品質に対する
プレッシャー

コンテンツ
急増

様々な端末

Labelling

ユーザーインターフェース

ユーザーマニュアル

研究開発

BOM
顧客向けドキュメント

コンプライアンス情報

業務 &
製造

営業カタログ

Webサイト

プロモーション

セールス &
マーケティング

ナレッジベース

WebサイトのFAQ
サービス向け情報

サポート &
サービス



グローバル情報管理ソリューション



ローカリゼーション“戦略”の進化

ユーザーマニュアル
ユーザーインターフェース
パッケージング

コンテンツ
保存

研究開発

ナレッジベース
FAQ
サービス情報

コンテンツ
保存

サポート

Webサイト
製品カタログ
プロモーション

コンテンツ
保存

セールス & 
マーケティ

ング

ユーザーマニュアル
ユーザーインターフェース
パッケージング

コンテンツ
保存

研究開発

本社

フランス語
ドイツ語
ポルトガル語
スペイン語

翻訳メモリ

翻訳会社

フランス語
ドイツ語
イタリア語
スペイン語

翻訳メモリ

翻訳会社

日本語
中国語
韓国語

翻訳メモリ

翻訳会社

チェコ語
ハンガリー語
ロシア語

翻訳メモリ

翻訳会社

スペイン語 LA
ブラジル
ポルトガル語

翻訳メモリ

翻訳会社

ドイツ語

翻訳メモリ

翻訳会社

Webサイト
製品カタログ
プロモーション

コンテンツ
保存

セールス & 
マーケティ

ング

ドイツ支社

Webサイト
製品カタログ
プロモーション

コンテンツ
保存

セールス & 
マーケティ

ング

フランス支社

フランス語

翻訳メモリ

翻訳会社



分断化アプローチによって発生する問題

翻訳済みコンテンツ の再利用性の欠如

コンテンツが再度翻訳されることによって発生するローカリゼ
ーションコストの増加

一貫性のない用語の使用

手作業によるエラーを引き起こし易いプロセス

プロセス管理を行うリソースの増加

コンテンツの更新がされず、情報が古くなり一貫性がなくなる

ブランド価値の低下

市場投入期間の遅延

顧客満足度の低下

結果 – 高いコストの発生と効率性の低下

結果 – マーケットシェアの損失



翻訳メモリ
翻訳メモリ 翻訳メモリ

翻訳メモリ 翻訳メモリ

翻訳メモリ翻訳メモリ

本社

フランス語
ドイツ語
ポルトガル語
スペイン語

フランス語
ドイツ語
イタリア語
スペイン語

日本語
中国語
韓国語

チェコ語
ハンガリー語
ロシア語

スペイン語 LA
ブラジル
ポルトガル語

一元化したローカリゼーションプロセス

コンテンツ
保存

研究開発

コンテンツ
保存

サポート
コンテンツ

保存

セールス & 
マーケティング

コンテンツ
保存

研究開発

翻訳会社翻訳会社 翻訳会社 翻訳会社 翻訳会社

コンテンツ
保存

セールス &
マーケティング

ドイツ支社

ドイツ語

翻訳会社

コンテンツ
保存

セールス &
マーケティング

フランス支社

フランス語

翻訳会社

Global
Information

Management



パブリッシュ

グローバル
オーディエンス

グローバルコンテンツ ライフサイクル

翻訳管理

翻訳管理

SDL
Tridion

SDL
Trisoft

コンテンツ
保存

製品マニュアル

その他
ドキュメント

Webコンテンツ
(HTML)

グローバル
翻訳

コミュニティ

一元化された言語レポジトリ

一元化された用語レポジトリ

作成

グローバル
オーサリング

Desktop Tools

Arbortext
XMetal

Framemaker
MS Word



顧客事例
SDL TrisoftとSDL GIMはどのようにして
ビジネスメリットを生み出すのか？



SDL Trisoftの主な差別化ポイント

リリース管理 / パブリケーションオブジェクトとベースライン

生産性を向上し容易な操作性 (バージョンとはリンクしない!!!)
ビジネスメリット: リリース管理性や再利用性を向上

ユニバーサルトピック / コンディション

コンポーネントの再利用性を向上

ビジネスメリット: より高いレベルでの再利用性を実現

多言語コンポーネント管理

様々な無駄を削減 (より高いROIを実現) 
ビジネスメリット: 翻訳作業のオーバヘッドを低減し、翻訳コストを削減



CMS Watch Report: Trisoftの長所

アナリストは次のように述べています…

“ドキュメントの特殊化やコンカレント

バージョン管理等、DITAのサポートが並

はずれて素晴らしい”

“高い粒度に対するサポートを提供。機

能強化されたコンディションのサポート

によって複雑な顧客コンテンツのバリエ

ーションをサポート”

“多言語コンテンツのサポート機能が極

めて良い”

“執筆者はオフラインで作業ができる”

“翻訳のマッチング機能を提供。ローカ

リゼーション費用の削減の可能性を潜在

的に持つ”



企業: Paccar社の  
大規模な子会社

従業員数: 7,000人
製品: 3つの主な製品 

レンジ

ケーススタディ: Daf Trucks

プロファイル

リセラーが必要な情報
を見つける事が   

出来ない

営業は製品の中に何が
あるのかを知らない

情報の非一貫性が 
セールスと国にまた
がって発生している

ビジネス背景

ディーラーからの営業
情報へのアクセスが

80%も増加した

丁度よいタイミングで
情報を提供するために

コンテンツを    
オンラインで統合

コンテンツがシングル
ソース化、承認された

途端に利用可能に

結果



ケーススタディ:Atlas Copco

プロファイル

顧客の要求に応じて   
固有の製品を提供

顧客ごとにカスタマイズ

したドキュメントを提供し
なければならない

Trisoft CMS を使って
Webを介し、顧客ごとの

要求に合わせて、オンデマ
ンドで固有のドキュメント

を作成し、これを提供  
できるようにしたい

SDL Translation
Management Systemとの

インテグレーション

Executive Mandateプロファイル ビジネス背景

従業員26,000名を擁し 
電気・空気動力工具Iを  
製造する国際的企業

16ヶ国に50ヶ所の    
製造工場拠点

150ヶ国に営業所と  
サービス拠点



Atlas Copco

背景

500のバリエーションと多くの異なった
ブランド管理

Webサイトからのオンデマンド情報提供

2001に開始し、最近になってDITA へ移行
した

XMetaLからTrisoftへ直接アクセス

メリット

DTPコストを100%削減

効率性を50%アップ

翻訳メモリを使用し20%の翻訳コストを
削減

スペアパーツの誤発注による返品率を低減

ソリューションコンポーネント

SDL Trisoft
Antenna House
SDL TMS



売上高: $740億
従業員数: 68,000人

拠点: 11カ国

製品数: 1,200

ケーススタディ: Nokia

プロファイル

競合の脅威に対抗する
ため土壇場で製品の 

変更をしたい

ドキュメントの修正・
変更を素早く行いたい

80言語以上をサポート

翻訳コストと翻訳管理
コストの低減

ビジネス背景

４拠点で1000人が利用

ジャストインタイムで
製品マニュアルの変更

が可能になった

コンテンツの再利用率
が劇的に向上した

翻訳コストとオーサリ
ングのレビューコスト
を著しく削減できた

DTPコストをなくすこ
とができた

結果



次に行うべき事は?



4つの重要なステップ

貴社のビジネスに関連したビジネスドライバー(ビジネス促進要因)の
理解

ビジネスゴールにしっかり関連付ける

検討に向けてエグゼクティブのスポンサーシップを求める

グローバルコンテンツの完全なサイクルについて考える

学習

早い段階で信頼できるアドバイザー/テクノロジープロバイダーを選択する

XMLトピックベースのオーサリングについて学ぶ

ビジネスケースの構築する

エグゼクティブの承認を確保する

ディスカバリー(潜在的課題の発見)と計画

情報アーキテクチャー(Information architecture)の計画を開始する (再利用すべき
ものは何か、検索のためのメタデータ定義、成果物、カスタマープロファイル、
翻訳プロセス、再利用性の最大化、等)
導入計画の構築

実施

XMLトピックベースのメソドロジーを学び、情報アーキテクチャーを定義する。
簡素化のためのベストプラクティスを適応する

併せてCCMテクノロジーを導入する



SDLは貴社を支援します

アウトプットインプット

現在の状況

将来の要件

手順の指導

戦略的ビジョンとゴール

ビジョンとゴールの整合性を取る

現状の課題に対応する

将来のニーズを達成する

成功要因を具体化する

ベスト
プラクティス

プラン

提案

ディスカバリー
(潜在的課題の発見)



CCM導入に向けたクイックステップ

1 2 3 4担当

XySoft ワークショップ
• Out-of-the-box`

コンフィグレーション
ワークショップ

本格導入
• コンディション
• パブリッシュ

Trisoft

情報
アーキテクチャー

導入
コンテンツ の再利用・変更管理貴社

スタイルシートの作成

コンテンツ作成と
コンバージョン

XML/DITA
オーサリング
トレーニング

インテグ
レーター

IT部門/
アドミニスト
レーター

設定・サーバー

コンフィグレー
ション

月



アナリストのコメント… DITA = 素早い成功!

どんな新しいアプリケーションや、やり取りに対しても     
新たなコンテンツモデルを必要とせず、DITAはプロセスを単純化し

開発コストを削減し、相互運用性を高める事ができます

ガートナー シニアアナリスト Rita Knox



次に行うべきことは？

SDLジャパンにお問い合わせ下さい

本会場にあるブースにお越し下さい

今後実施されるDITA関連のイベントにお越し下さい

SDLが貴社のコンテンツ戦略を立案するお手伝いができることを是非
ご認識下さい

渡部和人(わたなべかずと)：エンタープライズセールス マネージャー
( email: kwatanabe@sdl.com   Tel: (03) 5720 2042)

村田展俊(むらたのぶとし)：エンタープライズセールス ディレクター
(email: nmurata@sdl.com  Tel: (03) 5720 2537)

Clive Thomas： ワールドワイドエンタープライズセールスVP
(email: cthomas@sdl.com, Tel:+44 1628 410176)

是非、ご遠慮なく以下までご連絡下さい:



最後までご清聴いただきありがとうございました


